


























































































































































































































1979年80年 81年 82年 83年 84年 85年 86年 87年 88年
大規模小売（1種） 2，775 3，009 3，256 3，446 3，644 3，764 3，869 3，967 4，117 4，247
店舗数 （209） （234） （247） （190） （198） （120） （105） （98） （150） （130）
（8．1） （8．4） （8．2） （5．8） （5．7） （3．3） （2．8） （2．5） （3．8） （3．2）
曾，，一
（2種） 8，994 9，781 10，25710，58910，81211，02111，20111，37211，57911，749
一 （787） （476） （332） （223） （209） （180） （171） （207） （170）
一 （8．8） （4．9） （3．2） （2，D （1．9） （1．6） （1．5） （1．8） （1．5）
，，曾曹曾曹，，．・ 9冒－．一噛・ 匿一曽冒－曹－匿 ，，．匿
（合計） 11，76912，79013，51314，03514，45614，78515，07015，33915，69615，996
一 （1021） （723） （522） （421） （329） （285） （269） （357） （300）
『 （8．7） （5．7） （3．9） （3．0） （2．3） （1．9） （1．8） （2．3） （1．9）
大規模小売（1種） 17，94619，88021，16722，07023，13024，22524，69525，34626，54027，399
店舗面積 （1433）（1934）（1287） （903） （1060）（1095） （470） （651）（1194） （859）
（千m2） （8．7） （10．8） （6．5） （4．3） （4．8） （4．7） （1．9） （2．6） （4，7） （3．2）
．一「一 曹曽曹． 曾，．「
（2種） 9，28810，20310，76611，08011，33511，60311，83712，09712，36212，616
『 （915） （563） （314） （255） （268） （234） （260） （265） （254）
一 （9．9） （5．5） （2．9） （2．3） （2．4） （2．0） （2．2） （2．2） （2．1）
，一一一一．一．一．■一一・曽 冒 一曹噛 9曹・9 「冒－匿 一曽一一
（合計） 27，23430，08331，93333，15034，46635，82936，53237，44338，90240，015
一 （2849）（1850）（1217）（1315）（1363） （704） （911）（1459）（1113）



























































































議び 議 県長 大 大? ?
学 所地 会 知?









府 府 ? 又 経 工者
?
の
県 県 ? ? 会の 審 意 勧 命
知 知 の
?
験 の意 議 見






















































































































































































































































































































































































































































































































































































市 街 地（地域型）iiiiiiiiiii珍江冨iiiiiiiiiiii巽’：i　　　　　　　53．0 17．9 6．6
＼；一一一 、、　、@、　　、 3．3
市 街 地（広域型）iiiii ……i…ii甜4蟹 33．4 10．0
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ’
A　　　　　　　　　　　　　　　，’






農 漁 村地域iiiiii 61，ゴ 18．0 15．3



























































































































































































































39．9 37．2 口小規模企業 （従業者規模1～4人）

























1，607 181 1，102 324 30
全 国　　計 （11．3） （68．6） （20．2）
1，106 79 809 218 13













1，106 23 56 27 1
?
（21．7） （52．8） （25．5）
プ 51 24 11 16 一超広域型商店街 （47．1） （21．6） （31．4）









































































































一20一10 0　　　　10 20 30（％
資料：中小企業事業団『商店街調査』1990年12月
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小企業事業団商店街事例集より）ことからも、共同事業の効果は大きい7）。地域商店街は商業機能を整
備し、消費者を吸引することや商業集積地として、その立地の魅力をどう生かしていくかが重要であ
る。それは、中小小売店自身の活性化を図ると同時に、地域商店街全体の活性化を、いかに図るかと
いう二重の課題に取り組む必要がある8）。大型店が進出してくることが、必ずしも地域商店街に売上高
の減少等の影響を与える面ばかりもっているのではなく、大型店の進出を好機としてとらえ、地域商
店街に不足している核店舗の形成と集客力の向上、マーチャンダイジングカの享受等、地域商店街が
大型店との共存を図る努力を行うことが、地域の消費者にとって魅力ある地域商店街づくりであり、
地域に根ざした商業活動をすることが重要なポイントである。
　3．大型店核店舗による魅力ある都市機能の創出
　「ゆとりと豊かさのある国民生活」を求める地域住民にとって地域商業は、地域消費者が必要とする
大切な生活インフラストラクチャー（社会資本）を形成している。地域商店街が魅力ある空間になれ
ば、地域消費者の日々の生活に潤いを与えることができる9）。
　従って、地域商業の均衡ある発展を図るうえで、三大都市圏には自ら蓄積されていくような複合的
な都市機能の集積を、地域商店街においても形成していくことが重要である。そして、地域商店街を
楽しく、豊かにするためには、大型店を核店舗とした地域商店街づくりが欠かせない。わが国の大型
店は後進性を克服して、すでに技術、ノウハウで国際的にも最高水準に達しているt°）。わが国は、高度
消費社会を実現した現在、消費者は購買の便益性に、多種多様な商業機能の集積を求めている。消費
者の購買行動が、①コンパリゾン・ショッピング（比較購買）、②ワン・ストップ・ショッピング（一
商業地における購買）の2っの原則のもとで行われ、高度商業集積を求めていることは確かである11）。
消費者が大型店核店舗に求める都市機能は、①娯楽性（アミューズメント）、②利便性（コンビニエン
ス）、③文化性（カルチャー）、④情報性（インフォメーション）、⑤国際性（インターナショナル）互2）
であり、それは、地域商店街全体が推進するあらたな地域づくりなのである。大型店核店舗が単なる
店としての存在を超越し、消費者に快適空間を提供するとともに、豊かな生活のモデルを提示する
「総合的な生活提案型小売サービス業」へと進化していくことが期待される13）。一方、地域商店街は、
商圏規模、地域特性等を踏まえ、組合等が地方公共団体等と一体となって、効果的・効率的な施設整
備、共同販売事業等を行っていくことが求められる。そして、大型店を核店舗とし、中小小売店の個
性が十分に発揮されたショッピングの場として高い経済的機能を持つとともに、「地域の顔」、「暮らし
の広場（コミュニティーマート）」として、文化的・社会的にも高い機能を持った商業集積へと進化し
ていくことが期待される且4）。大型店核店舗との関係においては、商店街の一員が移転した場合、あるい
は都市再開発や土地区画整理などの事業が行われる時期を契機として、大型店核店舗を積極的に誘致
して、中小小売店との競合ではなく、補完を目指した魅力ある都市機能の創出がのぞまれる。大型店
と中小小売店の共存共栄の共同商業再開発は、単なるハード面の近代化にとどまらず、商店街機能を
尊重したソフト面の複合商業空間へと、地域商店街を推進していくことである。
一399一
　地域の商業再開発が行われ、大型店核店舗も誘致した。地域商店街には、一時的に消費者がやって
くるかもしれない。しかし、その商店街に属する中小小売店が、旧態依然の考え方のままであれば、
中小小売店の繁栄はない。道路・街並み整備等のハードづくりも重要であるが、また、ソフト面も大
切であり、そのソフトづくりの活動を担う人づくりも重要なのであることもわすれてはなるまい。
　そして、自らの地域商業がどうあるべきかを計画の基本にたちかえて見直し、引き続き改善と向上
に努めて欲しいものである。
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